
様式１

   主　管　課　：　 農地農村整備課

事業名     ：　 旧幕下第5地区 農地保全整備事業

 １　事業概要 事業種別  ：　 土地改良事業 事業主体：沖縄県 当初事業期間  ： Ｈ23～R2

事業箇所  ：　 南大東村 根拠法令：土地改良法 事　業　期　間  ：  Ｈ23～Ｒ4

総事業費（百万円) ：  1,984

（整備目的）

 ２ 再評価       ■①事業採択後１０年を経過       □②事業採択後５年を経過して未着工

 　 　 該当項目       □③再評価後一定期間（５年）を経過       □④事業の中止　　　　　□⑤その他

      □①用地取得の困難       □②調査・設計の困難 □③事業の拡大  　　　　□④予算の確保

 ３ 再評価に至っ       □⑤手続き・法令の問題       □⑥他事業との関係

    た主な要因       ■⑨その他（作付調整等）

    （具体的理由）

項     目 事業費(百万円) ほ場整備(ha) 防災工(m2) 防風林(m) 水路兼用農道(m) 排水路(m)

 ４ 事業の進捗 計     画 1,984 46.9 16,915 1,954 7,723 2,533

    状況 実 施 済 1,454 45.9 15,257 0 4,629 1,834

   （R2.3月時点） 率 73.3% 97.9% 90.2% 0.0% 59.9% 72.4%

47 ①事業費（事務費込み） 2,385

 ５ 事業効果の 47 ②その他費用(関連事業費等) 3,941

    評価指標 　③維持管理費節減 -4

　④景観・環境保全効果 211 ③総費用(①＋②) 6,326

　⑤災害防止効果 2

　⑥国産農産物安定供給効果 7 ・総費用 ＝

(総合耐用年数：51年) 　⑦年総効果額（①＋②＋③＋④＋⑤＋⑥） 309

(基準年：Ｒ元) 　⑧割引率 0.04

(単位：百万円) 　⑨総便益額（現在価値化） 7,244

　　総費用総便益　＝　総便益額　÷　総費用　＝　7,244÷6,326　＝　1.15

費用負担割合（ほ場整備等：国75％・県16.5％・地元8.5％、防風林等：国80％・県15％・地元5％）

 ６ 事業を巡る状 ①社会・経済　　　　

    況の変化

②地元・自治体 　  

③利害関係者   　　

　受益者と調整を図りながら円滑に事業を進めている。

①事業の必要性・緊急性・有効性など

 ７ 事業の必要

    性・効率性

②事業の効率性（代替案等の可能性やコスト縮減）

③事業効果の発現状況

①事業計画等   ：  国及び南大東村と予算調整を図りながら、現計画どおり令和4年度に完了する予定である。

 ８ 今後の対応・

    見通し ②対住民関係   ： 問題なし

③執行体制等   ：   現在の組織体制で計画的な執行は可能である。

 ９ 対応方針 　■①事業継続（現計画） □②事業計画（見直し） □③事業の中止

公 共 事 業 再 評 価 調 書

□⑦整備効果の問題 　  □⑧当初計画が長期間　　　　

　南大東は石灰岩の隆起環礁からなるカルスト台地で、中央部は凹型の低地となり、周辺の急崖を「幕」、その内側を「幕下」
と呼んでいる。本地区は幕下の南東部に位置し、東側は幕に隣接している。
　地区内のほ場区画は比較的整形されているものの、ほ場勾配が統一されていなく勾配がきつい上、排水施設が未整備で
ある。そのため、降雨の度にほ場から土壌浸食があり、さらに防風林が少ないことから季節風や台風による潮風害の影響で
営農に多大な被害を及ぼしている。
　そのため、本事業により排水路の整備及びほ場勾配の抑制、防風林を整備することにより、農業生産性の向上と経営の安
定を図る。

　①作物生産効果

事業量 ：ほ場整備46.9ha、防災工一式、防風林
1,954m、水路兼用農道7,723m、排水路2,533m

　地元農家からの要望によりほ場整備を先行して行ってきたが、ほ場整備及び水路兼用農道にかかる作付調整等に不測の
期間を要した。　また、防風林の設置に対して、一部の耕作者から理解を得られず、計画の見直しが必要となり、この計画の
見直しと再度同意取得をするうえで不測の期間を要した。　これらのことから事業工期の延長が必要となった。

費用内訳：
　補助 75/100、80/100

　②営農経費節減効果

　 南大東村はさとうきび作を中心とした農業がおこなわれており、近年は、基盤整備の進展や優良品種の普及によりさとうき
びの反収増が図られている。また、『沖縄21世紀農林水産業振興計画』における重点振興品目であるカボチャの生産拡大な
ど高収益作物の導入が図られている。

　本地区は、ほ場に起伏があり、道路、排水路が未整備な状況にあるため、農業機械の作業効率が悪く、労働生産性が低い
状況にある。

　ほ場整備の実施箇所では農業機械の作業効率が向上している。また、排水施設の実施箇所では降雨時の土壌浸食が未
整備箇所に比べ減少している。

　南大東村内の他地区でも農業基盤整備が順調に進み事業効果の発現が見られることから、本地区においても当事業に対
する整備要望は強い。

　ほ場整備約98％、防災工90％と進捗しているため現計画を推進することが合理的かつ効率的である。また、今後実施予定
の防風林の施設用地については、用地取得の同意を全て得ており、今年度から用地取得を進めている。

事業費＋その他費用(着工時の資
産価額＋関連事業費＋再整備費
－評価終了時の資産価額)


